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3 　 C T で 捻 転 部 位 が 描 出 さ れ た 胆 嚢 捻 転 症 の 1 例
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胆嚢捻転症 は ,
先天 的な肝床部と胆嚢 と の 付着

不全によ る浮遊胆嚢の状態に外的な誘因が加わり,

頚部で胆嚢が捻転する比較的希な疾患 で ある . そ

の 特異的な病態か ら手術所見によ る診断は容易で

あるが, 術前診断は困難 で あり, 急性胆嚢 炎と 誤

診 され るこ と が多く, その 正診率 は約20 % 程 度 で

ある .

今回我々 は, C T で胆嚢捻転頚部が描出され , こ

の 特徴的な所見 により, 胆嚢捻転症の 術 前診断が

可能であ っ た症例を経験 した .

症例 は7 0 歳の 女性 . 下腹部痛を主訴 に近医か ら

急性虫垂炎の疑 い にて 当院受診 . 腹部超音波で は ,

下腹部に結石を伴 っ た嚢胞性病変を認め , 卵巣嚢

腫の捻転を疑 っ た . 同日施行 の腹部 C T 検査で は

肝胆嚢寓に胆嚢が描出され ておらず, 同部位よ り

尾側か らみ て 時計方向 - 捻 れる渦巻き状の構造が,

こ の 病変の 頭側 に連続 して描出され たた め , 胆嚢

捻転症と診断した . C T が こ の 疾患 の 有力な診 断

根拠と なりえた の で こ こ に報告 した .

4　呼吸器疾患に合併した腹腔内free air
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0 歳女 ( 低出生体重児 , R D S , 人工 呼吸 , 気胸 ,

縦隔 ･ 皮下気腫) , 80 歳女 ( 気管支喋息) , 7 7 歳男

( 慢性肺気腫) の 3 例を提示 し, 呼吸器疾患 に気腹

を合併する理 由を考察 した . ラ ッ トに挿管 し高圧

をか ける と気胸を起 こすが, これ が後腹膜腔 に移

行 し, 腹膜 が破裂する ことで気腹を起 こ す こ と が

実験 的に確かめ られ て い る .

一

方 , 気胸 ･ 気 縦隔

を伴わな い特発性気腹症 が知られて い るが , 剖検

所見か ら肺の p e ri v a s c u l a r s h e a t h か ら リ ン パ 管

を逆行 して, 腹腔内に空気 が移行す る と い う機序

も示唆さ れて い る .
い ず れ にせ よ , こ れ ら の 報告

例 は殆 どが新生児と老人に限られて お り, 結合織

の 未発達や変性( 老化) が気腹 の形成 に 関与 して

い ると推測 される .

5　放射線治療後にみられた皮質骨亀裂所見
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【目的】 口腔痛放射線治療患者 にみ られ た 皮質

骨亀裂所見の 意義の 考察 .

【対象】199 3 年 1 月 か ら 19 98 年12 月 の 間 に本

学放射線科にて放射線治療された頭頚部悪性腫療

6 1 症例の うち当科 にて C T で 1 年以上 経過観察さ

れた3 1 症例を対象と した .

【方法】 C T に て皮質骨 に平行 に走行す る線状

の 骨濃度の消失が出現 したとき皮質の亀裂ありと

定義した . 亀裂を認め た 症例 を C T で亀裂部位,

周囲解剖構造との 関係, 出現前後の 周 囲の 骨変化

につ い て評価 し, それ に臨床的所見 と し て原発部

位 , 照射法, 線量 , 照射か ら出現まで の 期 間, 手術

法 , 放射線骨壊死( 以下骨壊死) の 有無 に つ い て

検討を加えた .

【結果】 放射線治療後 に皮 質骨亀裂所見 の み ら

れ たもの は 8 症例であり, 原発部位は舌又は 口底 ,

術後照射 6 例, 組織内照射 が 2 例 , 亀裂部位 の 線

量 は組織内照射併用例 は亀裂部位 の線量 は不明で

あ っ たが外照射症例は5 0 G y もしくは6 0 G y であ っ

た . 照射 か ら亀裂 出現ま で の 期 間は 6
- 3 1 ケ 月 ,

平均 17 .3 ケ月 で あ っ た . 手術侵襲と関連 して い る

症例が多か っ た . 亀裂部位はすべ て下 顎舌側皮質

骨の 筋付着部位で あり, 大部分は亀裂 出現前 に若

干の骨硬化像の出現があっ た. 観察期間は短 い が亀

裂出現後に骨壊死を生 じた症例は 2 例の みであ っ た .

【結論】 亀裂出現部位は手術操作 され た筋 の 筋

付着部が多く照射野内である こと か ら放射線治療

後の 皮質骨亀裂所見 は放射線治療 や手術 によ る血


